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新
連
携
計
画
の
認
定
【
美
濃
焼
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】　

２

組
合
等
の
動
き
（
暮
ら
し
と
家
具
の
祭
典
・
Ｇ
Ｆ
Ｆ
ほ
か
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２
〜
３
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事
務
局
だ
よ
り
（
連
携
組
織
普
及
研
修
会
の
案
内
ほ
か
）　

８
〜
９

　

昨
年
の
「
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
」
の
改
正
に
よ
り
、
来
年

４
月
か
ら　

歳
未
満
の
定
年
を

６５

設
け
て
い
る
事
業
主
は　

歳
ま

６５

で
の
雇
用
確
保
措
置
、
す
な
わ

ち
、
①　

歳
ま
で
の
定
年
の
引

６５

き
上
げ
、
②
定
年
制
の
廃
止
、
③　

歳
ま
で
の
継
続
雇
用

６５

制
度
の
導
入
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
義
務
付

け
ら
れ
た
。
こ
の　

歳
の
年
齢
に
つ
い
て
は
、
男
性
の
年

６５

金
支
給
開
始
年

齢
の
引
き
上
げ

に
合
わ
せ
た
段

階
的
な
経
過
措

置
が
置
か
れ
て

い
る
。
ま
た
、

継
続
雇
用
制
度
（
再
雇
用
又
は
勤
務
延
長
）
と
は
、
継
続

雇
用
の
対
象
と
な
る
高
年
齢
者
の
基
準
を
原
則
と
し
て
労

使
協
定
に
よ
り
定
め
る
も
の
を
い
い
、
そ
の
基
準
に
は
、

①
意
欲
、能
力
等
を
で
き
る
限
り
具
体
的
に
測
る
も
の（
具

体
性
）、②
必
要
な
能
力
等
が
客
観
的
に
示
さ
れ
て
お
り
そ

の
可
能
性
が
予
測
さ
れ
る
も
の
（
客
観
性
）
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。

　

な
お
、
雇
用
確
保
措
置
は
、
当
分
の
間
、　

歳
に
達
す

６０

る
従
業
員
が
い
な
い
場
合
で
も
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
継
続
雇
用
制
度
の
基
準
自
体
は
届
出
の
必
要
は

な
い
が
、
常
時　

人
以
上
雇
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ

１０

の
基
準
の
内
容
を
就
業
規
則
に
定
め
、
そ
の
規
則
変
更
を

労
働
基
準
監
督
署
に
届
け
出
る
必
要
が
あ
る
の
で
注
意
を

要
す
る
。

　

こ
の
措
置
は
、
高
年
齢
者
の
「
年
金
の
空
白
期
間
」
を

埋
め
る
と
と
も
に
、
労
働
力
人
口
の
急
激
な
減
少
を
緩
和

す
る
こ
と
が
大
き
な
狙
い
で
は
あ
る
が
、
課
題
と
な
っ
て

い
る
少
子
化
の
中
で
の
人
材
の
確
保
、
団
塊
の
世
代
の
退

職
に
よ
る
技
能
・
技
術
の
伝
承
の
解
消
に
も
資
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

反
面
、
高
年
齢

者
の
雇
用
に
よ
っ

て
組
合
・
企
業
の

負
担
の
増
加
、
新

規
雇
用
の
抑
制
に

よ
る
組
織
の
活
力
の
低
下
も
危
惧
さ
れ
る
。
法
に
則
っ
た

体
制
の
整
備
が
必
要
な
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
こ
れ
を

契
機
に
改
め
て
組
織
の
活
性
化
策
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

賃
金
・
雇
用
等
を
検
討
し
、
組
合
・
企
業
に
と
っ
て
発
展

可
能
な
、
ま
た
高
年
齢
者
、
若
年
者
の
い
ず
れ
の
従
業
員

に
と
っ
て
も
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
、
働
き
甲
斐
の
あ

る
制
度
と
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

中
央
会
で
は
、
来
年
４
月
の
法
施
行
に
向
け
て
研
修
会

の
開
催
等
を
行
っ
て
き
た
が
、
常
時
、
相
談
体
制
を
整
備

し
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
活
用
さ
れ
た
い
。
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年
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者
の
能
力
・
意
欲
を
活
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で
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義
務
化
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対
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を
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磁
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月
は「
下
請
取
引
適
正
化
推
進
月
間
」で
す
。
推
進
月
間
の
標
語『
発
注
書　

言
っ
た
言
わ
な
い　

な
く
す
モ
ト
』

１１
岐
阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア

ぱ
・
る
・
る
プ
ラ
ザ
岐
阜
で
開
催

阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
幅
広
く
発
信
す

る
イ
ベ
ン
ト
「
第　

回
岐
阜
フ
ァ
ッ

４５

シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
」
を
十
月
三
〜
四
日

に
開
催
し
、
多
く
の
バ
イ
ヤ
ー
や
一

般
客
で
賑
わ
っ
た
。

　
「
セ
ル
フ
・
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
」
を

テ
ー
マ
に
、
地
元
ア
パ
レ
ル
メ
ー

カ
ー
を
は
じ
め
、
学
生
ら
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
二
百
四
十
作
品
が

披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
イ
タ
リ
ア
・
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
の
コ
ー
ナ
ー
や
ド
ン
小
西

さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
た
。

　

今
後
は
、
小
物
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
提
案
し
て

い
く
た
め
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
か
ら

バ
ッ
ク
等
の
輸
入
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

岐
阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
連
合

（社）
会
（
野
口
千
寿
雄
理
事
長
）
は
、
岐

匠
の
技
術
が
生
活
空
間
を
演
出

飛
騨
・
高
山　

暮
ら
し
と
家
具
の
祭
典

　

中
央
会
で
は
、
昨
年
度
よ
り
美
濃

焼
産
地
に
お
い
て
海
外
で
和
食
器

（
ブ
ラ
ン
ド
名
「M

ino－
Japan

」）

の
販
売
を
目
的
に
、
陶
磁
器
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
大
東
亜
窯
業
�
を
コ
ア

企
業
と
し
、
美
濃
焼
産
地
の
メ
ー

カ
ー
、
産
地
商
社
、
輸
出
完
成
業
の

会
員
、
協
力
会
員
三
十
一
社
（
団
体
）

に
よ
る
新
連
携
体
「
美
濃
焼
輸
出
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
支
援
し
て
き
た
。

こ
の
度
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
日

本
食
文
化
の
提
案
と
併
せ
た
和
食
器

に
よ
る
海
外
市
場
開
拓
事
業
」
が
、

中
部
経
済
産
業
局
よ
り
中
小
企
業
新

事
業
活
動
促
進
法
に
基
づ
く
異
分
野

連
携
新
事
業
分
野
開
拓
計
画
と
し
て

認
定
を
受
け
た
。
県
内
で
の
認
定
は

初
め
て
。

経
産
局
か
ら
新
連
携
計
画
の
認
定
を
受
け
る

美
濃
焼
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

飛
騨
市
で「
宙
ド
ー
ム
・
フ
ェ
ス
タ
Ⅴ
」を
開
催

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

神
岡
特
産
開
発
協
同
組
合
（
老
田

哲
康
理
事
長
）は
、「
宙
ド
ー
ム
・
フ
ェ

ス
タ
Ⅴ
」
を
、
十
月
一
〜
二
日
に
飛

騨
市
神
岡
町
の
ス
カ
イ
ド
ー
ム
神
岡

及
び
船
津
座
で
開
催
し
た
。

　

同
事
業
は
、
地
域
独
自
の
特
色
あ

る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
消
費
の
域
外
流
失
を
防
ぐ
と
と

も
に
周
辺
地
域
か
ら
の
集
客
を
目
指

し
、
地
域
商
業
の
競
争
力
の
強
化
を

図
る
た
め
に
実
施
し
て
お
り
、
中
央

会
は
委
員
会
に
参
画
し
、
事
業
推
進

を
行
っ
て
い
る
。

　

今
年
は
、
二
百
イ
ン
チ
大
型
ハ
イ

ビ
ジ
ョ
ン
画
面
で
宇
宙
を
テ
ー
マ
に

し
た
ア
ニ
メ
の
上
映
を
行
う
な
ど
、

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
メ
ー
カ
ー

と
産
地
商
社
、
輸
出
完
成
業
者
が
一

つ
の
目
的
の
た
め
に
業
種
の
垣
根
を

越
え
て
連
携
し
た
も
の
で
、
県
内
異

業
種
の
支
援
体
制
も
確
立
さ
れ
て
い

る
。

　

近
年
、
欧
米
で
は
日
本
食
ブ
ー
ム

や
日
本
文
化
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

お
り
、
海
外
の
高
所
得
者
層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
高
品
質
の
和
食
器

を
、
円
高
や
市
場
競
争
力
の
低
下
で

落
ち
込
ん
だ
世
界
市
場
に
売
り
込
む

の
が
狙
い
。

　

本
年
度
は
、
欧
米
で
の
市
場
調
査
、

海
外
向
け
の
カ
タ
ロ
グ
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
の
ほ
か
、
ド
イ
ツ
・
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
来
年
二
月
に
開
か

れ
る
国
際
見
本
市
に
出
展
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

協
同
組
合
飛
騨
木
工
連
合
会
（
北

村
斉
理
事
長
）
は
、
飛
騨
地
域
が
誇

る
良
質
な
素
材
、
伝
統
に
培
わ
れ
た

確
か
な
技
術
を
生
か
し
て
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
飛
騨
家
具
の
展
示
会
「
２
０

０
５
飛
騨
・
高
山　

暮
ら
し
と
家
具

の
祭
典
」
を
九
月
七
日
か
ら
十
一
日

ま
で
の
五
日
間
、
飛
騨
・
世
界
生
活

文
化
セ
ン
タ
ー
（
メ
イ
ン
会
場
）
と
、

飛
騨
の
里
（
サ
ブ
会
場
）
及
び
市
内

主
要
宿
泊
施
設
の
ロ
ビ
ー
等
（
サ
テ

ラ
イ
ト
会
場
）
で
開
催
し
た
。

　

本
祭
典
は
、
業
界
関
係
者
や
一
般

消
費
者
に
飛
騨
の
家
具
・
木
工
の
良

さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
九
月
に
実
施
し
て
い
る
。
今
年

は
、
生
活
を
支
え
る
木
へ
の
愛
情
を

表
現
す
る
た
め
、「
あ
い
」
を
テ
ー
マ

に
、
自
由
な
発
想
と
最
先
端
の
技
術

で
制
作
さ
れ
た
テ
ー
ブ
ル
や
い
す
な

ど
が
出
展
さ
れ
た
。

　

高
山
の
「
古
い
町
並
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
会
場
で
は
、
飛
騨
家
具
と
美

濃
の
和
紙
や
生
け
花
、
瑞
浪
の
陶
磁

器
等
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
心
和
む
落
ち
着
い
た
生
活
空
間
が

演
出
さ
れ
、
来
場
者
か
ら
は
感
嘆
の

声
が
あ
が
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
新
会
場
と
な
っ
た
飛
騨
の

里
で
は
、
全
国
の
若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー

に
よ
る
作
品
展
も
行
わ
れ
、
新
し
い

想
像
力
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
家
具
が

新
し
い
潮
流
と
し
て
発
信
さ
れ
た
。
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�
…「
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
」・「
下
請
中
小
企
業
復
興
法
」の
講
習
会
の
ご
案
内

　

月　

日（
金
）　

時　

分
〜　

時　

分　

ぱ
・
る
・
る
プ
ラ
ザ
岐
阜　
 【
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
中
部
事
務
所（
〇
五
二 
―
九
六
一 
―
九
四
二
四
）】

１１

１８

１３

３０

１６

３０

東
濃
各
地
で
美
濃
焼
窯
場
め
ぐ
り

多
治
見
市
・
土
岐
市
・
笠
原
市

�
�
�
��

�
�
�
�
�
��

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

い
る
。

　

こ
の
日
は
、
同
組
合
の
組
合
員
の

ほ
か
、
一
般
市
民
約
三
十
五
人
が
参

列
し
、
同
公
園
内
に
建
て
ら
れ
た
印

章
碑
を
前
に
県
内
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

印
章
約
千
三
百
本
を
供
養
し
た
。

　

続
い
て
、
中
央
会
と
組
合
共
催
に

よ
る
「
組
合
等
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研
究

会
」
を
実
施
し
、
大
村
三
書
堂
店
主

の
大
村
嘉
秀
氏
を
交
え
て
、「
印
章
店

が
生
き
残
る
た
め
に
選
ぶ
道
」
に
つ

い
て
研
究
し
た
。

県
石
油
商
業
組
合
が
県
と
災
害
協
定
を
締
結

役
割
を
終
え
た
印
章
千
三
百
本
を
供
養

バ
ス
利
用
券
で
商
店
街
を
活
性
化

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
同
市
駄
知
町

の
「
駄
知
ど
ん
ぶ
り
ま
つ
り
」
で
は
、

初
め
て
の
夜
祭
り
に
も
取
り
組
み
、

ど
ん
ぶ
り
積
み
上
げ
コ
ン
テ
ス
ト
な

ど
を
実
施
し
た
。

　

岐
阜
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

（
大
塚
滋
治
理
事
長
）
と
岐
阜
柳
ケ
瀬

商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
（
辻
英
二

理
事
長
）
は
、
岐
阜
バ
ス
と
連
携
し
、

商
店
街
で
一
定
額
以
上
の
買
物
を
し

た
人
に
バ
ス
利
用
券
を
配
布
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。

　

両
連
合
会
の
加
盟
店
は
、
三
千
円

以
上
の
買
物
を
す
る
か
、
二
千
円
以

上
の
飲
食
を
し
た
場
合
、
二
百
円
券

一
枚
を
配
布
す
る
。
バ
ス
利
用
者
の

　

笠
原
町
の
「
か
さ
は
ら
窯
ぐ
れ
ま

つ
り
」
で
は
、
美
濃
焼
振
興
協
議
会

が
収
集
し
た
タ
イ
ル
の
サ
ン
プ
ル
な

ど
六
千
点
が
展
示
さ
れ
た
。

利
便
性
を
図
る
の
が
目
的
で
、
今
後

も
配
布
に
協
力
す
る
商
店
を
増
や
し
、

年
間
二
十
万
枚
の
配
布
を
目
指
し
て

い
る
。
す
で
に
車
を
利
用
す
る
買
い

物
客
に
対
し
て
は
、
共
通
駐
車
券
を

配
布
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
お

り
、
今
回
の
バ
ス
利
用
券
の
配
布
と

併
せ
て
、
中
心
市
街
地
に
買
い
物
客

を
呼
び
戻
す
活
性
化
策
と
し
て
期
待

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
岐
阜
市
商
店
街
振
興
組
合

　

美
濃
焼
産
地
の
イ
ベ
ン
ト
「
美
濃

焼
窯
場
め
ぐ
り
」
が
十
月
一
〜
二
日

に
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
フ
ァ
ン
で
賑

わ
っ
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
特
色
の
異
な
る

陶
磁
器
産
地
の
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を

伝
え
る
た
め
、
四
つ
の
陶
磁
器
工
業

組
合
が
六
年
前
か
ら
合
同
で
開
催
し

て
い
る
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
温
故

知
新
」
で
、
展
示
な
ど
で
新
旧
の
焼

き
物
の
魅
力
を
表
現
し
て
い
た
。

　

多
治
見
市
市
之
倉
の
「
陶
の
里

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
染
付
け

技
術
の
変
遷
を
展
示
し
た
ほ
か
、
陶

の
里
蔵
出
し
市
も
行
わ
れ
た
。

　

土
岐
市
下
石
町
で
は
「
ど
え
ら
ぁ

え
え
陶
器
祭
り
」
が
開
か
れ
、
窯
元

も
ろ
板
陶
器
市
、
窯
元
め
ぐ
り
な
ど

　

県
内
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
組

織
化
さ
れ
た
岐
阜
県
石
油
商
業
組
合

（
山
口
隆
士
理
事
長
）
は
、
九
月
二
十

七
日
に
岐
阜
県
と
災
害
時
の
被
災
者

支
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

　

県
庁
で
行
わ
れ
た
調
印
式
で
は
古

田
肇
知
事
と
山
口
理
事
長
が
協
定
書

を
交
わ
し
た
。
支
援
内
容
は
、
大
規

模
災
害
時
に
耐
震
、
耐
火
に
優
れ
た

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
一
時
的
な
休

憩
所
と
し
て
活
用
し
、
避
難
者
に
水

道
水
や
ト
イ
レ
利
用
な
ど
を
提
供
す

る
ほ
か
、
ラ
ジ
オ
な
ど
を
通
し
て
災

害
情
報
等
も
伝
え
る
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
同
組
合
で
は
、
十
月
よ
り

「
地
震
等
大
規
模
災
害
時
協
力
店
」
と

し
て
防
災
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、

ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
防
災
マ
ッ
プ
の
配

布
な
ど
に
よ
る
啓
発
活
動
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

岐
阜
県
印
章
業
協
同
組
合
（
村
瀬

健
理
事
長
）
は
、
欠
け
た
も
の
や
姓

が
変
わ
る
な
ど
し
て
不
要
に
な
っ
た

印
章
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
そ

の
役
割
を
終
え
て
も
ら
う
「
印
章
供

養
」
を
十
月
二
日
に
岐
阜
市
の
岩
戸

公
園
内
に
あ
る
弘
峰
寺
で
行
っ
た
。

　

十
月
一
日
の
「
印
章
の
日
」
に
ち

な
ん
で
、
印
章
の
大
切
さ
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
と
毎
年
開
催
し
て
お
り
、

今
年
で
二
十
五
回
目
を
数
え
る
。
同

公
園
内
に
は
印
章
碑
も
建
て
ら
れ
て

連
合
会
共
催
、
岐
阜
フ
ラ
ッ
グ
ア
ー

ト
展
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
「
フ

ラ
ッ
グ
ア
ー
ト
展
２
０
０
５
」
が
岐

阜
市
神
田
町
通
り
で
十
月
三
十
一
日

ま
で
開
催
し
て
い
る
。
是
非
、
お
出

か
け
下
さ
い
。



海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

■中国市場の要求、消費者意識の変化
　今年７月に世界一のスーパーといわれるウォル
マート（米国）が上海に１号店を出店した。この
店舗で最も力をいれているのが食品売場であり、
生鮮食品に多くのスペースをとり、鮮度の保持に
も十分注意を払っているようだ。
　中国では、所得向上に伴い、消費者の食品への
要求も量から質へと移りつつあり、味の良さ、鮮
度の良さ、健康面に留意した安心・安全が求めら
れている。また、他の先進国と同様に都市化、核
家族化が進み、冷凍食品やレトルト食品といった
食の簡便化や外食の増加など食生活のパターンも
変化している。
　こうしたことから、日本産農産物は、中国、東
南アジア等のものに比べて割高というハンディは
あるものの、質が高く、「おいしい」と感じ、安
全・安心であれば、中国市場で売り込むチャンス
は少しずつ広がっている。
■日本産農産物の上海での市場開拓
　ここ数年間、日本食材専門店、外資系スーパー
を中心に日本産食材の販売、陳列が増えている。
また、日本の生産者団体、企業、国、自治体等の
関係者が、物産フェア、商談会等を開催し、売り
込みを図っている。例えば、ジェトロ上海センター
では、昨年秋に「梨」と「りんご」の試食販売、
今年２月には日本酒・焼酎の試飲販売を実施した。
　ただ、こうした取り組みにもかかわらず、現在
のところ上海で５万人といわれる在留邦人や２００
店舗以上ある日本料理店に浸透しているのみで、
本命たる中国人富裕層を掴むところまでは至って
いないと思われる。
　原因として、①輸送経費、関税等による販売価
格の割高さ②検疫等の輸入手続・規制の煩雑さ、

所要時間③冷蔵倉庫不
足等の流通インフラの
未整備④日本産農産物
の認知度の低さ、などが
あげられる。
　また、他国等との比較
でも、例えば生鮮果物に
関して、タイや台湾から
は多くの種類がゼロ関
税として輸入されるが、
日本から輸入が認めら
れているのは「梨」と「りんご」のみで、関税も
１０％かかるため、スタート時点で不利な状況と
なっている。その上、最近の自治体等が実施する
物産フェアでは、日本から輸送された農産物等が
上海の通関に手間取り、予定されたフェアに間に
合わないことが頻繁にあることも気がかりである。
■岐阜県の戦略
　岐阜県は、貿易環境が整っている香港から市場
開拓する方針をとり、昨年１１月に香港そごう百貨
店で物産フェアを実施した。売れ筋商品の把握、
一部の商品の継続的な販売につなげることができ
たことから、今年度は、前回とは立地場所が異な
る香港の西友百貨店で物産フェアを開催し、新た
な商品の市場調査、購買層の違いによる売れ筋商
品の把握、販売チャンネルの増加を図ることとし
ている。
　香港での実績、評判は、上海をはじめとする中
国本土での市場開拓につながるものと考えており、
また、こうした物産フェア開催を通じて、生産者
等の輸出・商品開発意欲の喚起も期待している。
■最後に
　最近、在留邦人の間では、中国産の米、果物等
が美味しいという評判である。日本の商社、農業
技術指導者らによる技術移転、中国政府の生産量
重視から安全・安心への農業政策の転換などの努
力が徐々に成果を結びつつある。将来的には、日
本産の農産物を中国へ売り込むどころか、逆に、
中国産農産物が日本市場を凌駕するという心配も
出てきている。
　日本というブランドに頼ることなく、美味しく、
安全・安心の農産物を絶え間なく追求していくこ
とが、日本産、岐阜県産の農産物を中国の消費者
に受入、認知してもらうためには必要だとあらた
めて感じるところである。

日本産農産物の市場開拓
　　　　　   　  －中国でのシェア獲得に向けて－

上海駐在員　塚原　雅巳
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現
場
で
使
え
る
プ
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ジ
ェ
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演
習
〜　
　

開
催
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平
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月
７
〜
８
日
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１１

受
講
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二
万
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千
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【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

全
国
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
専
門
研
修
セ
ン
タ
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℡
〇
五
八
四

－

七
七

－

一
一
一
三

（５）

９月景況調査

　

ま
た
、売
上
高
Ｄ
Ｉ

値
は
、　

ヶ
月
振
り
に
プ

１７

ラ
ス
の
値
と
な
る
大
き

な
改
善
の
動
き
と
な
っ
た

が
、収
益
状
況
は
逆
に
悪

化
す
る
な
ど
、原
油
・
原

材
料
価
格
の
高
騰
が
収

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合（
う
ち
八
十

四
組
合
に
よ
る
集
計
）を
対
象
に
ま
と
め
た『
九
月

の
特
色
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
九
月
の
特
色
〕組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企
業

の
特
色
は
①
景
況
停
滞
感
、先
行
き
不
透
明
感
強
ま

る
、②
原
油
・
原
材
料
価
格
の
上
昇
に
よ
り
収
益
悪

化
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

九
月
の
景
気
動
向
を
前
年
同
月
比
景
況
感
Ｄ
Ｉ

値
で
見
る
と
、好
転
８
、悪
化　

で
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ

２６

ス　

と
な
り
、前
月
の
マ
イ
ナ
ス　

に
対
し
１
ポ
イ
ン

１８

１９

ト
の
改
善
、５
ヶ
月
連
続
の
改
善
の
動
き
と
な
っ
た
。

改
善
の
要
因
は
、好
転
の
増
加
で
は
な
く
、悪
化
か

ら
不
変
へ
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

益
を
圧
迫
し
て
い
る
た
め
、企
業
経
営
の
厳
し
さ
は
変
わ

ら
ず
、ま
た
、先
行
き
不
透
明
感
も
依
然
強
い
。

　

金
型
、機
械
関
係
等
の
業
種
に
出
て
い
る
業
況
回
復
の
動

き
、愛
知
万
博
の
効
果
に
よ
り
旅
館
等
が
好
調
な
業
績
を

続
け
て
い
る
な
ど
、一
部
業
種
の
明
る
い
動
き
は
変
わ
ら
な

い
が
、多
く
の
業
種
は
、需
要
低
迷
、企
業
間
競
争
の
激
化
、

販
売
価
格
の
低
迷
、低
収
益
の
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

業
況
は
好
調
と
の
声
が
あ
る
一
方
、公
共
事
業
の
縮
小

や
消
費
の
低
迷
、原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
コ
ス

ト
ア
ッ
プ
、製
品
価
格
へ
の
転
嫁
難
に
よ
る
収
益
悪
化
、先

行
き
不
安
な
ど
企
業
マ
イ
ン
ド
の
低
下
を
指
摘
す
る
意
見

が
増
え
て
お
り
、中
小
企
業
の
景
況
の
実
感
は
依
然
厳
し

く
、今
後
の
景
気
動
向
に
は
十
分
な
警
戒
が
必
要
で
あ
る
。

　県内中小企業主要業種の景気動向
（９月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△△△窯 業 原 料
△△△△△○石　 　 灰
▲△△△○▲生 コ ン ク リ ー ト
▲△▲▲▲▲砂 利 生 産
△△△△△△砕 石 生 産
△○△▲○△鋳　 　 物
△△▲▲△△刃物等金属製品 （輸出） 
△△△△△○刃物等金属製品 （内需） 
○△△▲△○メ　 ッ　 キ
○△△△△○県 金 属 工 業 団 地
△△△▲△▲可 児 工 業 団 地
○○○○○○金　 　 型
△△▲▲△△電 気 機 械 器 具
△△○△▲○輸 送 用 機 器
▲△△△△▲各種物産品（観　 光）
▲▲△▲△△各種物産品（ギフト）
△△△△△△総合卸売（飛騨地区）
△△△▲▲▲電 設 資 材 卸
▲△▲▲▲△陶 磁 器 産 地 卸
○▲△○○○機 械 ・ 工 具 販 売
△△△△△△青　 　 果
△△△△△△水 産 物 商 業
△△△▲▲▲家 電 機 器 販 売
△△△△△△メ ガ ネ 販 売
△△△△△△中 古 自 動 車 販 売
△△△△○○石 油 製 品 販 売
△○○△△○共 同 店 舗（ 東 濃 ）
△△▲△△▲共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
△△△△△△生 花 販 売

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△△△牛 乳 ・ 乳 製 品
▲△▲▲△△豆 腐
○△△▲○○食 肉 （ 国 産 ）
△△△▲△▲菓　 　 子
▲△△▲△○米　 　 菓
△△△▲○○寒 天 水 産
△△△▲▲▲製 麺
△△▲▲▲▲撚　 糸
△△△△△△ニ ッ ト 工 業
▲△△▲△△毛　 織　 物
▲△△△△△合 成 繊 維 織 物
△△△△△▲メ ン ズ ア パ レ ル
△△△▲△△婦 人 ・ 子 供 服
△△△△△△縫　　 製（既製服）
△△△△△▲製　 　 材
△△△△○▲銘　 　 木
△△△△△△集　 成　 材
△△△△△○家 具 （ 飛 騨 地 区 ）
△△△△▲△東 濃 ひ の き
△△△△△△家　 庭　 紙
△△△△△○特　 殊　 紙
▲△△▲▲▲紙　 加　 工　 品
△△△△△△印　 　 刷
△△△○○○プ ラ ス チ ッ ク
△△△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲△▲▲△○陶 磁 器 （ 輸 出 ）
△△△△△▲タ イ ル

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲▲▲▲△▲岐 阜 市 商 店 街
▲△▲▲△▲大 垣 市 商 店 街
▲△▲▲△▲多 治 見 市 商 店 街
▲△△△△△恵 那 市 商 店 街
△△△△△△高 山 市 商 店 街
△○△△△○自 動 車 車 体 整 備
△△△△○△自 動 車 タ イ ヤ 整 備
○△○○△○長 良 川 畔 旅 館
△△△△△○下 呂 温 泉 旅 館
△△△△○△高 山 旅 館
△△△△△△ク リ ー ニ ン グ
○△○○▲○広 告 美 術
△△△△△△情 報 サ ー ビ ス 業
▲△△▲▲▲映 像 制 作
△△△△△○飲　 食　 業
▲△△△△△ビ ル メ ン テ ナ ン ス
△△△△△△理 容 ・ 美 容 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 地 区 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 地 区 ）
▲▲▲▲△▲土木・建築（羽島地区）
▲△△▲△△建築（各務原地区）
△△△△△△鉄 構 造 物
――――――電 気 工 事
△▲△▲△△管 設 備 工 事
△△△△△△建 築 板 金
△△△△▲△木 製 建 具
▲△▲▲▲△産直住宅（付知地区）
△△△△△○貨 物 運 送（ 県 域 ）
△▲▲△△○軽 運 送

景

況

停

滞

感

原
油
・
原
材
料
高
に
よ
り
収
益
悪
化



が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

議
事
で
は
、
渡
邉
廣
人
大
分
県
中

央
会
会
長
か
ら
「
中
小
企
業
連
携
組

織
対
策
予
算
の
確
保
・
充
実
と
組
合

制
度
の
見
直
し
」、
菊
池
功
栃
木
県
中

央
会
会
長
か
ら
「
政
府
系
中
小
企
業

金
融
機
関
の

機
能
の
維
持
・

強
化
等
金
融

対
策
」、
岩
井

滉
北
海
道
中

央
会
副
会
長

か
ら
「
ま
ち
づ

く
り
推
進
の

た
め
の
新
た

な
枠
組
み
の

構
築
と
地
域

再
生
」
の
意
見

発
表
が
行
わ

れ
た
後
、
中
小

企
業
が
直
面

す
る
重
要
課

題　

項
目
が

１３
決
議
さ
れ
た
。

　

決
議
事
項

は
次
の
と
お

　

第　

回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
は
『
北
の
大
地
で
誓
お
う　

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神　

組
織
の
力
』
を
テ
ー
マ

５７

に
九
月
十
五
日
、
札
幌
ド
ー
ム
（
北
海
道
）
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
全
国
各
地
か
ら
過
去
最
大
の
約
八
千
三

百
人
の
中
小
企
業
者
が
集
結
。
本
県
か
ら
は
、
辻
正
会
長
を
は
じ
め
三
十
五
人
が
参
加
し
た
。

　

同
大
会
で
は
「
景
気
対
策
、
中
小
企
業
対
策
の
充
実
・
強
化
」
な
ど
十
三
項
目
の
決
議
を
採
択
し
、
今
後
、
国

等
の
関
係
機
関
へ
陳
情
・
要
望
を
行
い
、
決
議
事
項
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。
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同
大
会
に
は
、
中
川
昭
一
経
済
産

業
大
臣
（
代
理

：

望
月
晴
文
中
小
企

業
庁
長
官
）
な
ど
、
関
係
機
関
代
表

等
多
数
の
来
賓
が
臨
席
さ
れ
た
ほ
か
、

小
泉
純
一
郎
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ

め
と
し
て
各
方
面
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

り
。

①
景
気
対
策
、
中
小
企
業
対
策
の
充

実
・
強
化

②
中
小
企
業
連
携
組
織
対
策
の
確

保
・
充
実
と
中
小
企
業
組
合
制
度

見
直
し
へ
の
適
切
な
対
応　

③
中
小
企
業
金
融
対
策
の
充
実

④
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
の
新
た

な
枠
組
み
の
構
築
と
中
小
商
業
・

物
流
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
振
興
対
策

の
強
化

⑤
景
気
・
経
営
環
境
に
配
慮
し
た
税

制
の
見
直
し
と
中
小
企
業
関
係
税

制
等
の
充
実
・
強
化

⑥
円
滑
な
事
業
承
継
を
可
能
と
す
る

税
制
の
充
実

⑦
中
小
企
業
を
重
視
し
た
労
働
・
教

育
政
策
の
展
開

⑧
社
会
保
障
制
度
改
革
に
関
わ
る
企

業
負
担
の
抑
制

⑨
中
小
企
業
並
び
に
官
公
需
適
格
組

合
へ
の
官
公
需
発
注
の
増
大
実
現

⑩
不
当
廉
売
の
防
止
及
び
下
請
取
引

の
適
正
化
等
の
強
化

⑪
信
用
組
合
に
対
す
る
支
援
の
充
実

⑫
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
の
支
援

強
化

⑬
組
合
等
を
中
心
と
し
た
Ｉ
Ｔ
対
応

支
援
策
の
拡
充

　

ま
た
、
表
彰
式
で
は
優
良
組
合
三

十
八
組
合
、
組
合
功
労
者
七
十
二
名
、

中
央
会
優
秀
専
従
者
十
七
名
が
全
国

中
央
会
会
長
表
彰
を
受
賞
し
た
。
本

県
の
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。

　

▽
組
合
功
労
者
＝
玉
樹
成
三
氏

（
土
岐
市
陶
磁
器
卸
商
業
協
同
組
合

理
事
長
）、
青
木
貞
夫
氏
（
岐
阜
県
既

製
服
縫
製
工
業
組
合
理
事
長
）

　

平
成
十
八
年
度
の
第　

回
全
国
大

５８

会
は
、
全
国
中
央
会
及
び
都
道
府
県

中
央
会
が
主
催
し
て
、
東
京
都
で
開

催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　

な
お
、
日
時
及
び
場
所
は
未
定
の

た
め
、
決
定
し
だ
い
会
報
紙
等
に
て

掲
載
致
し
ま
す
。

フロンティア精神 組織の力
13 項目の決議を採択し実現めざす

北 海 道 で 第 57 回 全 国 大 会 開 催

�
�
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�
�
�
�
�
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東濃ヒノキ白川市場協同組合
理 事 長　板　 頭　　　 学
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中
央
会
大
野
専
務
理
事
は
、
開
会

に
あ
た
り「
本
会
で
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
充
実
、
マ
ス
コ
ミ
等
へ
の
情
報

提
供
な
ど
広
報
強
化
を
図
っ
て
い
る

が
、
組
合
等
の
Ｐ
Ｒ
事
項
に
つ
い
て

も
本
会
の
会
報
紙
掲
載
の
ほ
か
、
プ

レ
ス
等
へ
の
情
報
提
供
も
行
っ
て
い

く
の
で
、
中
央
会
を
活
用
頂
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

次
に
、
県
産
業
経
済
室
の
浜
崎
課

長
補
佐
は
「
県
政
の
総
点
検
に
つ
い

て
中
間
報
告
を
発
表
し
た
。
今
後
も

議
論
を
重
ね
、
来
年
度
の
予
算
に
反

映
し
て
い
く
」
と
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
岐
阜
財
務
事
務
所
の
成
田

財
務
課
長
、
商
工
中
金
岐
阜
支
店
の

長
谷
川
支
店
長
か
ら
は
、
県
内
の
景

気
動
向
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
情
報
連
絡
員
か
ら
の
現

況
報
告
、
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

〜
主
な
業
界
の
声
〜

　

岐
阜
県
製
麺　

【
小
林
副
理
事
長
】

（協）

＝
原
材
料
の
上
昇
で
経
営
は
苦
し
い
。

二
極
化
が
進
ん
で
い
る
。

　

岐
阜
県
ニ
ッ
ト（
工
組
）【
大
植
事

務
局
長
】 ＝
光
触
媒
等
の
科
学
技
術

を
取
り
入
れ
た
研
究
を
産
官
学
で
進

め
て
い
る
が
、
県
・
中
央
会
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
が
ほ
し
い
。

　

東
濃
ひ
の
き
製
品
流
通　

【
渡
邉

（協）

参
事
】 ＝
木
く
ず
の
処
理
と
二
酸
化

炭
素
排
出
抑
制
の
両
方
を
兼
ね
備
え

た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
を
完

成
さ
せ
、
全
国
か
ら
千
人
を
越
え
る

施
設
見
学
が
あ
っ
た
。
産
直
住
宅
の

着
工
数
も
対
前
年
比
三
割
増
と
な
っ

て
い
る
。

　

岐
阜
県
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク （
工
組
）

 【
宮
田
事
務
局
長
】 ＝
業
態
、
取
り
扱

い
製
品
等
に
よ
り
企
業
間
の
差
が
激

し
い
。
原
材
料
費
が
大
幅
に
上
昇
し

て
お
り
心
配
し
て
い
る
。

　

岐
阜
県
砂
利　

【
加
藤
副
理
事
長
】

（協）

 
＝
資
源
が
枯
渇
し
、
販
売
価
格
も
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。

　

関
連
合
刃
物　

【
武
井
専
務
理
事
】

（協）

 
＝
内
需
・
輸
出
と
も
前
年
よ
り
二
〜

三
％
微
増
の
状
況
。
金
属
加
工
の
業

種
は
繁
忙
で
、
特
に
ロ
シ
ア
向
け
の

高
級
刃
物
（
包
丁
・
刀
）
が
好
調
で

あ
る
。

　

川
崎
岐
阜　

【
市
原
専
務
理
事
】 ＝

（協）

仕
事
量
は
多
い
も
の
の
、
短
納
期
、

収
益
率
の
低
下
と
条
件
は
良
く
な
い

状
況
。

　

岐
阜
県
機
械
金
属
商
業　

【
石
田

（協）

理
事
】 ＝
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
輸
送
車

両
工
場
が
活
発
の
た
め
、
利
益
率
は

低
い
が
好
調
で
あ
る
。

　

岐
阜
県
電
器（
商
組
）【
森
事
務
局

長
】 ＝
液
晶
や
プ
ラ
ズ
マ
な
ど
テ
レ

ビ
の
販
売
台
数
は
伸
び
て
い
る
が
、

価
格
の
下
落
が
激
し
く
、
台
数
に
比

例
し
た
収
益
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

　

岐
阜
長
良
川
温
泉
旅
館　

【
渡
辺

（協）

事
務
局
長
】 ＝
予
想
以
上
の
万
博
効

果
が
あ
っ
た
。
料
金
を
据
え
置
い
た

の
が
好
評
で
あ
っ
た
。
今
後
も
大
河

ド
ラ
マ
の
活
用
等
、
様
々
な
企
画
を

行
っ
て
い
く
。

　

岐
阜
土
木　

【
尾
崎
専
務
理
事
】 ＝

（協）

公
共
工
事
の
前
倒
し
及
び
地
元
企
業

へ
の
発
注
と
併
せ
て
、
年
間
に
お
い

て
平
均
的
な
発
注
を
お
願
い
し
た
い
。

　

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
部　

【
日

（協）

置
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
】 ＝
燃
料

費
の
高
騰
に
つ
い
て
は
、
全
国
規
模

で
の
共
同
購
買
を
強
化
し
、
コ
ス
ト

抑
制
に
努
め
て
い
る
。

　

中
央
会
は
、『
情
報
連
絡
員
全
体
会
議
』
を
九
月
二
十
九
日
に
、
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
で
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
業
界
の
情
報
の
収
集
、
支
援
機
関
か
ら
の
情
報
の
組
合
へ
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
る
情
報
連
絡

員
の
う
ち
の
二
十
八
人
に
出
席
い
た
だ
き
、
業
界
の
現
況
や
組
合
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
中
部
支
部
の
青
木
太
久
美
地
域
連
携
支
援
室
長
か
ら
「
新
連

携
へ
の
支
援
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
講
演
も
行
わ
れ
た
。

平成17年度情報連絡員全体会議

好調業種増加も全体では低迷
県内中小企業の現況報告・新連携についての講演
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建 設 足 場 事 業 協 同 組 合
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政
策
総
点
検
の
結
果
に
期
待
す
る
声
も



　

経
営
革
新
に
挑
戦
す
る
中
小
企
業

者
の
戦
略
の
一
つ
に
連
携
組
織
が
あ

り
、
そ
の
形
態
と
し
て
中
小
企
業
組

合
や
新
た
に
制
度
化
さ
れ
た
有
限
責

任
事
業
組
合
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L-http://w

w
w
.chuokai-gifu.or.jp/

  
 
          
 
 
                    

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokai-gifu.or.jp
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連
携
・
組
織
化
で
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

中
央
会
が
支
援
し
ま
す
！

1.日  程
開　催　場　所開　催　日　時地  区実施 No.

高山市 飛騨総合庁舎  ２ 階中会議室平成１７年１１月１日（火）１３：３０～１５：００飛 騨1
大垣市 西濃総合庁舎  ２ 階 ２-３ 会議室平成１７年１１月８日（火）１３：３０～１５：００西 濃２
多治見市 東濃西部総合庁舎  ５ 階 ５ 南会議室平成１７年１１月１５日（火）１３：３０～１５：００東 濃３
美濃加茂市 可児総合庁舎  ４ 階 ４-１ 会議室平成１７年１１月２２日（火）１３：３０～１５：００中 濃４
岐阜市 岐阜総合庁舎  第 ２ 特別会議室平成１７年１１月２９日（火）１３：３０～１５：００岐 阜５

2.内  容
○ 「中小企業の連携組織について～組合制度を中心として～」 …県産業労働部担当者
○ 「連携組織活動による中小企業活性化事例について」 …………本会指導員
　　　※終了後、組合の設立等について個別に相談会を実施します。
　　　※参加受付締切：各開催日の１週間前まで
　　　　 ■お問い合わせ先   岐阜県中小企業団体中央会　組織指導チームTEL０５８-２７７-１１０１ 

　

中
央
会
で
は
、
①
産
学
連
携
に
よ

る
大
学
の
持
つ
知
的
財
産
の
活
用
に

関
す
る
懇
談
会
、
②
ネ
ッ
ト
販
売
を

成
功
さ
せ
る
秘
訣
に
関
す
る
懇
談
会
、

③
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
と
職
場
で

の
健
康
管
理
対
策
、
④　

歳
雇
用
延

６５

長
へ
の
対
応
に
つ
い
て
の
研
修
会
を

実
施
致
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
等
で
使
用
し
た
資
料
の
送

付
を
希
望
さ
れ
る
組
合
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
中
央
会
（
〇
五
八

－

二
七

七

－

一
一
〇
〇
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。

創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ご
案
内

研
修
会
等
の
資
料
を
お
送
り
し
ま
す
！

　

そ
こ
で
、
県
内
の
中
小
企
業
経
営

者
の
方
々
に
「
中
小
企
業
の
連
携
組

織
」
を
ご
理
解
頂
く
た
め
、
県
下
五

会
場
で
「
連
携
組
織
活
用
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

中
央
会
で
は
、
十
一
月
二
十
四
日

に
中
小
企
業
者
等
を
対
象
に
「
創
業
・

ベ
ン
チ
ャ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
会
場

＝
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）
を
開
催

し
ま
す
。

　

内
容
は
、
�
デ
リ
カ
ス
イ
ト
の
堀

冨
士
雄
社
長
ほ
か
、
四
人
の
創
業
者

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
、
創
業
に
お
け
る
苦
労
話
や

ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
を
披
露
し
て

頂
き
ま
す
。

　

ま
た
、
併
せ
て
「
有
限
責
任
事
業

組
合
（
Ｌ
Ｌ
Ｐ
）
制
度
」
に
関
す
る

説
明
も
行
う
予
定
で
す
。
詳
細
は
、

近
日
中
に
ご
案
内
致
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
頂
き
お
申
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
！

　

日
程
、
内
容

等
に
つ
い
て
は

表
の
と
お
り
で

す
。
新
た
な
取

り
組
み
を
目
指

し
て
お
ら
れ
る

組
合
員
の
皆
様
、

地
域
の
中
小
企

業
の
方
々
へ
の

周
知
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

障
害
者
の
雇
用
拡
大
に
つ
い
て

県
教
委
・
県
特
殊
教
育
諸
学
校
長
会
か
ら
要
望

　

障
害
者
の
雇
用
拡
大
へ
の
理
解
に

つ
い
て
、
県
教
育
委
員
会
特
別
支
援

教
育
室
の
村
上
英
雄
室
長
と
県
特
殊

教
育
諸
学
校
長
会
の
冲
中
紀
男
会
長

が
九
月
十
二
日
に
来
会
し
、
大
野
嘉

弘
専
務
理
事
に
要
望
書
を
提
出
さ
れ

た
。

　

そ
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
。

　
「
障
害
者
雇
用
の
理
解
は
年
々
拡

大
し
て
お
り
ま
す
が
、
盲
・
聾
・
養

護
学
校
卒
業
生
の
採
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
予
想

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
県
内
の
事
業
所

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
だ
障
害
者

雇
用
率
が
未
達
成
の
事
業
所
も
多
く

見
受
け
ら
れ
る
状
況
で
あ
り
ま
す
の

で
、
是
非
と
も
障
害
者
の
雇
用
拡
大

へ
の
ご
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、
一

人
で
も
多
く
の
障
害
者
が
生
き
生
き

と
働
け
る
場
を
提
供
し
て
頂
き
ま
す

よ
う
、
ご
理
解
と
ご
配
慮
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。」

　

組
合
及
び
組
合
員
企
業
の
皆
様
方

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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〈
九
月
十
六
日
〜
三
十
日
〉

　

日　

２
０
０
５
日
本
国
際
博
覧

２５
会
・
閉
会
式（
愛
・
地
球
博
長
久
手

会
場
）

　

日　

岐
阜
県
最
低
賃
金
専
門
部
会

２６（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

中
小
企
業
団
体
情
報
連
絡
員

２９
全
体
会
議（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

も
の
づ
く
り
岐
阜
テ
ク
ノ
フ
ェ

３０
ア
・
開
会
式（
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン

タ
ー
）

〈
十
月
一
日
〜
十
五
日
〉

５ 
日　

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
中
央
会

会
長
会
議（
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

　

日　

岐
阜
県
航
空
機
・
同
付
属
品

１１
製
造
業
最
低
賃
金
専
門
部
会（
岐

阜
合
同
庁
舎
）

　

日　

第
六
回
岐
阜
県
政
策
総
点
検

１４
県
民
委
員
会 （
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
岐

阜
）

�
…
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
設
計 
〜
顧
客
要
求
を
解
決
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
設
計
演
習
〜　

受
講
料　

二
万
二
千
円　

平
成
十
七
年
十
二
月
十
五
・
十
六
日

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

全
国
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
専
門
研
修
セ
ン
タ
ー　

℡
〇
五
八
四

－

七
七

－

一
一
一
三

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

〈
十
一
月
中
〉

２
・
８
日　

パ
ソ
コ
ン
研
修
【
ア
ク

セ
ス
入
門
】（
土
岐
市
）

　

日　
　

歳
雇
用
延
長
へ
の
対
応　

２４

６５

　
（　

時　

分
〜
／
金
属
工
業
団
地
）

１３

３０

し
て
い
る
企
業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
応
募
期
間
】
平
成
十
七
年
十
月
一
日

〜
十
一
月
三
十
日

　

詳
細
は
、
岐
阜
労
働
局
雇
用
均
等

室（
〇
五
八－

二
六
三－

一
二
二
〇
）

ま
で
。ま
た
、
本
件
に
関
す
る
情
報
は
、

厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ （http://w

w
w
.m
h

lw
.go.jp/general/seido/koyou/kin

tou/index.htm
l

） で
も
ご
覧
下
さ
い
。

「
ぎ
ふ
無
担
保
ス
ピ
ー
ド
資
金
」の
融
資
枠
を
拡
充

県
が「
ぎ
ふ
新
商
品
調
達
促
進
制
度
」を
創
設

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
2
0
0
5

平
成
十
八
年
度 「
均
等
推
進
企
業
表
彰
」

〜
女
性
労
働
者
の
能
力
発
揮
を
推
進
す
る
企
業
を
募
集
〜

９月末商工中金岐阜支店貸出実績

（単位百万円）

合　計短期運
転資金

長期運
転資金

設　備
資　金

１０２,８７４３８,４０５４２,７８６２１,６８３９月末
残　高

３,５６８２,１２６－ ９１,４５１９月中
増　減

－ ２,８８４－ ４２９－ ３,３２８８７３
前　年
同月比
増　減

使途区分
残高
又は増減

詳
細
は
県
庁
（
〇
五
八－

二
七
二－

一
一
一
一
）
中
小
企
業
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

要
に
即
座
に
対
応
で
き
る
よ
う
融
資

目
標
枠
（
県
資
金
の
増
額
）
が
拡
充

さ
れ
た
。

※
融
資
目
標
額
＝
六
十
億
↓
百
六
十

億
円
（
県
資
金
＝
十
五
億
円
↓
四
十

億
円
）

　

県
・
金
融
機
関
・
県
信
用
保
証
協

会
が
連
携
し
、
無
担
保
・
無
保
証
人
、

短
期
間
の
審
査
で
借
入
れ
が
可
能
な

「
ぎ
ふ
無
担
保
ス
ピ
ー
ド
資
金
」
が
六

月
補
正
予
算
に
お
い
て
創
設
さ
れ
た

が
、
県
内
経
済
の
回
復
基
調
を
確
か

な
も
の
と
す
る
た
め
、
強
い
資
金
需

「
地
場
産
業
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
支
援
事
業
」の
募
集

上
限
と
し
、
補
助
事
業
に
要
す
る
経

費
の
二
分
の
一
以
内
と
な
っ
て
い
る
。

募
集
期
間
は
十
月
三
十
一
日
。
詳
細

は
県
庁
（
〇
五
八－

二
七
二－

一
一

一
一
）
産
業
労
働
部
ぎ
ふ
ブ
ラ
ン
ド

振
興
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

名
称
の
訂
正
に
つ
い
て

　

岐
阜
労
働
局
で
は
、
女
性
労
働
者

の
能
力
発
揮
を
促
進
す
る
た
め
、
自

主
的
か
つ
積
極
的
な
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
る
企
業
に
対
し
「
均
等
推

進
企
業
表
彰
」
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
対
象
と
な
る
企
業
の
募
集
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

①
女
性
の
採
用
拡
大
②
女
性
の
職

域
拡
大
③
女
性
の
管
理
職
へ
の
登
用

④
職
場
環
境
・
職
場
風
土
の
改
善
の

う
ち
、
い
ず
れ
か
の
取
組
み
を
実
施

　

岐
阜
県
中
小
企
業
情
報
９
月
号
３

頁
の
「
木
と
石
が
融
合
」
の
記
事
中

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

関
係
者
の
皆
様
に
お
詫
び
す
る
と

と
も
に
次
の
よ
う
に
訂
正
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

（
誤
）東
濃
地
域
農
林
商
工
事
務
所

　
　
　

←

（
正
）東
濃
地
域
恵
那
農
林
商
工
事
務
所

　

県
は
「
ぎ
ふ
新
商
品
調
達
促
進
制

度
」
を
創
設
し
、
県
内
に
事
業
所
を

持
つ
中
小
企
業
を
対
象
に
募
集
を

行
っ
て
い
る
。

　

同
制
度
は
、
認
定
を
受
け
、
計
画

に
基
づ
い
て
生
産
さ
れ
た
新
商
品
を
、

県
の
機
関
に
お
い
て
随
意
契
約
に
よ

る
購
入
を
可
能
に
す
る
も
の
で
、
優

れ
た
商
品
開
発
能
力
や
技
術
シ
ー
ズ

を
有
す
る
県
内
中
小
企
業
の
販
路
開

拓
を
支
援
し
、
県
内
経
済
の
活
性
化

を
図
る
の
が
狙
い
。

　

募
集
期
間
は
十
月
二
十
八
日
ま
で
。

　

幅
広
い
業
種
が
一
堂
に
集
結
す
る

「
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
２
０
０
５
」（
�

東
海
地
区
信
用
金
庫
協
会
主
催
）
が
、

　

月　

日
に
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や

１１

２４

第
３
展
示
館
で
開
催
さ
れ
る
。

　

東
海
地
区
四
十
一
信
用
金
庫
の
取

引
先
企
業
約
四
百
社
が
持
つ
商
品
・

技
術
・
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
。
事
前
登

録
制
の
個
別
商
談
会
も
実
施
す
る
予

定
で
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
発
掘
が
期
待
で
き
る
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
同
協
会
ビ
ジ

ネ
ス
フ
ェ
ア
事
務
局
（
〇
五
二－

九

三
五－
一
七
七
七
）
ま
で
。
チ
ラ
シ

は
本
会
に
も
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
地
場
産
業
の
販
路
開
拓
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
強
化
及
び
経
済

の
即
効
的
施
策
と
し
て
、
県
内
中
小

企
業
が
協
働
で
取
り
組
む
新
技
術
を

活
か
し
た
商
品
、
新
し
い
デ
ザ
イ
ン

の
商
品
等
を
首
都
圏
等
で
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
し
て
Ｐ
Ｒ
・
販
売

活
動
を
計
画
し
て
い
る
中
小
企
業
グ

ル
ー
プ
の
事
前
調
査
活
動
等
に
要
す

る
経
費
に
対
し
、
補
助
金
の
交
付
に

よ
る
支
援
を
行
う
。

　

補
助
金
の
額
は
二
百
五
十
万
円
を


